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1P…子育てワンポイント／2･3P…とつか親子でお出かけスポット／4P…お天王さまのお札まき踊り・23年度行事

この印刷物は再生紙を使用しています。
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★第 11回チャレンジフェスティバル（戸塚小学校）
子どもたちが19 種類の競技にチャレンジ

★戸塚区青少年指導員新人研修会 （フレンズ戸塚）
研修内容：青少年指導員の基礎知識

★戸塚区青少年指導員中堅指導者研修会
（フレンズ戸塚）

研修内容：工作実習－バルーンアート、
分科会－自分たちで出来るもの

★青少年の健全育成を進める県民大会
（県立青少年センターホール）

テーマ：青少年を守り・支え・育てるために
～地域で取り組む絆づくり～

★横浜市一斉統一行動
パトロール活動
戸塚17 地区、コンビニ・公園・駅周辺など
社会環境実態調査の実施
ゲームセンター・カラオケ・コンビニなど

★戸塚区青少年指導員全体研修会 （フレンズ戸塚）
研修内容：レクリエーションゲームの進め方

★第 9回戸塚っ子いきいきアートフェスティバル　
（戸塚公会堂）

10/ 1（土）

9/11（日）

7/16（土）

7 / 9（土）

7 / 3（日）

5/29（日）

5/15（日）
★横浜市青少年指導員研修会 （瀬谷公会堂）
基調講演：「野球を通じた子どもたちとの接し方」

★戸塚ふれあい区民まつり（東戸塚小学校グランド）
活動アピール：バルーンアート体験

各地区の模擬店
★横浜市一斉統一行動
活動紹介チラシの配布

★第 44回神奈川県青少年指導員大会
（大和市生涯学習センター）

テーマ：わたしたちにできること
～みんなで育てよう！未来を創る子どもたちを～

★第12回中学生ボウリング大会
（戸塚ボウリングセンター）

★戸塚区児童文化作品展 （戸塚地区センター）
地区ごとに子どもたちの作品を展示

★第 10回戸塚っ子いきいきアートフェスティバル
（戸塚公会堂）

（予定）
★横浜市青少年指導員大会 （関内ホール）
テーマ：青少年指導員の志気の高揚、活動の活性化

3/ 4（日）
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“コミュニケーションを大切にしましょう”などコミュニケーションという言葉はよく
使われます。その意味は？と問うと…「お互いの理解」「信頼関係作り」とか「言葉遣い」
など、いろいろと出てきます。しかし、これらはコミュニケーションの目的や方法です。
本来の意味は「伝達」です。お互いの思いや考えを相手に伝えることがコミュニケーシ
ョンです。「伝達」が上手くできることで、お互いの理解が深まり信頼関係が生まれたり
します。逆に、上手くできないとお互いの関係を気まずいものにすることもあります。

そして、その方法には、言葉（言語）と、表情や態度・アイコンタクト・ジェスチャー（非言語）などが
あります。

無用な争いを避けるため、つまり自己防衛のための必要最低限のコミュニケーションが「礼儀」です。
「礼儀」には、身だしなみや順序（上座や下座など）、挨拶などがあります。
そして、この挨拶の「挨」も「拶」にも「間を埋める、近寄る」という意味があります。
つまり、挨拶の目的はお互いの距離を近くするということです。

子どもが近所の人に出会った時、快活に「おはようございます」「こんにちは」と言うこと
で、お互いの距離が縮まり、何かがあった時に助け合うということに繋がります。「礼儀正
しいわね」と可愛がられることで、子どもの心の成長に重要な「認められ感」が強くなり、
自信を持ち積極的な人格形成が促進されます。

幼少期にわざと汚い言葉を使うことがあります。それは「そんな言葉を使っては
いけません」と親に関わってもらいたい時期だからです。ですから、注意はし
ても必要以上の罰を与える必要はありません。
また、思春期には挨拶自体をしたがらず、周りにケンカを売っている

ようなこともあります。「ざけんなよ」「バカやろう」「ブチ切れた」など
濁点の付いた言葉遣いを好むのは成長ホルモンが分泌される時期だからと
の説もあります。注意をするよりも「成長してるんだな」と思って「どうした
の？」と気持ちを聴く方が適切な対応ですね。

コミュニケーション…実は言葉よりも態度や表情の方に本音が表れます。
親としては、言葉に惑わされることなく、しっかりと表情や態度を観察することが大

切です。ふさぎ込んだ表情で「なんでもない」と言っても、それは何かあったというサ
インです。いきなり「ちゃんと言いなさい」などの追求はいけませんが、見守って不調
が１週間以上続くようなら向き合って話を聴いてくださいね。

そして、何よりもまず親が礼儀・挨拶の見本となるようにしてくださいね。

子育ての言葉遣い・コミュニケーション

毎年 7 月 14 日に行われ、

多数の屋台が出ることでも

知られる、戸塚町・八坂神社
やさかじんじゃ

（別名 お天王
てんのう

様）の

お札まき。女装した踊り手たちが歌いながら練り歩

き、輪を作って色とりどりのお札をまいていきます。

子どもがコレラなどの疫病にかからないように、母親が

自らの着物を踊り手に託したことに由来するそうです。踊り手はそれを

羽織って踊り、お札をつけて返したのだとか。子の健康を願う親の気持

ちが込められた厄除け行事、江戸中期に伝えられたとされます。

※お札まきは、横浜市指定無形民俗文化財です。

【唄の歌詞】その時代によって歌詞が少しずつ変わっていると思いますが…
ここではその一節をご紹介します。

Uさあ来い子供　天王様は　囃すのがお好き　泣く子はきらい　喧嘩もきらい
Uわいわいと囃せ　天王山に登って　獅子（シシ）の毛（ケバ）をむしって　膠（ニカワ）ではって
Uこれみろ弥吉どん　弥吉どんの女房ないないよ　無い毛（ケバ）がはえた（Uナンテマガインデショ）
Uここらで撒こか色々まぜて　ありがたいお札　授かった者は病（ヤマイ）もよける
Uコロリも逃げる　そら撒く撒くぞ

第2弾




